
地域の困りごと解決の取り組みを支援します

---------- 地域力ＵＰチャレンジ事業とは？ ----------

住民、子どもたちが愛着を持ち、将来にわたって住み続けたいと思う地域づくりを進めていくに
は、課題をしっかり捉え、地域の特性を活かした取り組みを行うことが重要です。

本事業は、地域団体が自立して課題の解決ができるよう、課題の深掘りから事業計画づくり・
実践までを伴走型で支援します。

---------- 参加することでどうなる？（事業イメージ） ----------

検討する 実践する 継続する

令和６年度 令和７～９年度 令和１０年度～

・研修会やグループワークを
開催します。
・市や専門家の支援により、課
題の深掘り、解決に向けた取
り組みを検討します。

・市の補助金を活用して、課題
解決の実践に取り組みます。
（開始後３年で最大１５０万円
の補助制度を活用）

・市は必要に応じて、アドバイス
や専門家を紹介します。

・既存の補助金などを利用し
て活動を継続します。
・事業で得たノウハウを活か
して新たな課題解決に取り
組みます。

応募は
２ステップ

ステップ １

研修会に参加します
（５月３１日開催）

ステップ ２

取り組むべき課題、取り組
むメンバーを決め、申請書
類を作成し、応募します。

募集要項や申請書は
新潟市HPまで

新潟市市民協働課
（TEL ： 025-226-1105)



参加検討
（４月～５月）

•団体内で解決したい地域課題を確認し、事業参加の検討をしてください。

•課題の整理・解決の方向性のイメージを共有してください。（粗削りで構いません）

•検討チームを編成してください（構成員５人以上１０人以内）

研修会参加
（５月３１日開催）

•令和６年度地域力UPチャレンジ事業「地域課題対策実践セミナー」に参加してください。（研修会の参
加が応募の要件になっています）

応募・選定
（６月２８日締切）

•応募書類を作成し、市に提出してください。（詳しくは新潟市ホームページを確認してください）

•市とまちづくりの専門家により、応募団体の中から３団体程度を選定します。

•応募団体には採択通知を送付します。

研修・実施に
向けた検討
（７月～１２月）

•研修会で学んだ手法にそって、検討チームで事業計画の作成に取り組んでください。

•市やまちづくりの専門家が検討チームの打ち合わせに参加したり、検討の進め方を助言するなど、伴
走型で支援します。

取組準備
（１月～３月）

•新たな事業計画を完成させ、次年度からの取組開始に向けた必要な準備を行ってください。

•市への補助金交付申請の準備を行ってください。

•計画にそって課題解決の実践に取り組んでください。市は必要に応じて専門家の紹介や支援を行います。

•開始後３年を目途に補助金を活用します。（３年で最大１５０万円の補助制度を活用。毎年度交付申請を行う。）

•計画したスケジュール終了後は自立して活動。市は必要に応じて既存の補助金などで支援します。

地域の課題
子どもを中心とした多世代
交流の場がない。

検討 ・ 準備
グループワークや住民
ニーズ調査などにより課題
を深掘り。

具体的な取り組み
キッチンカーを活用した移
動型の地域住民の居場所
づくりと運営を開始。

令和６年度の活動スケジュール

令和７年度以降の予定

地域課題と解決の取り組み例

新潟市市民生活部 市民協働課
ＴＥＬ ： 025-226-1105 メール ： shiminkyodo@city.niigata.lg.jp


